
第
二
節 

沖
永
良
部
島
の
先
史
時
代 

一 

概 

説 

 

沖
永
良
部
島
は
奄
美
諸
島
の
な
か
で
も
、
先
史
時
代
の
調
査
に 

つ
い
て
は
、
や
や
遅
れ
た
地
域
で
、
初
め
て
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た 

の
は
、
昭
和
十
一
年
で
あ
っ
た
。『
人
類
学
・
先
史
学
講
座
』
第 

十
六
巻
「
南
島
の
先
史
時
代
」（
三
宅
宗
悦
）
に
よ
る
と
、「
昭
和 

十
一
年
鹿
児
島
市
在
住
の
宮
田
吉
憲
氏
は
、
郷
里
沖
永
良
部
島
を 

訪
れ
、
和
泊
村
畦ア

ゼ

布フ

湾
門

ワ
ン
ヂ
ヨ

に
貝
塚
の
あ
っ
た
事
を
自
著[
大
島
郡 

和
泊
村
畦
布
之
遺
跡
卜
伝
説]

―
謄
写
版
本
―
に
報
じ
て
い
る
」 

と
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
九
年
、
筆
者
は
南
島
調
査
団
に
属 

し
、
同
遺
跡
の
試
掘
を
行
っ
た
。 

 

昭
和
三
十
二
年
、
九
学
会
連
合
奄
美
大
島
共
同
調
査
（
第
三
次) 

で
、
考
古
班
（
河
口
貞
徳
）
は
、
分
布
調
査
と
知
名
町
住
吉
貝
塚 

の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
が
、こ
れ
よ
り
早
く
、金
関
丈
夫
博
士
は
、 

                          

人
類
学
調
査
の
か
た
わ
ら
、
沖
永
良
部
島
の
石
斧
実
測
を
行
い
、 

考
古
班
に
提
供
さ
れ
た
。（
昭
和
三
十
一
年
ご
ろ
） 

 

昭
和
四
十
七
年
に
は
、
鹿
児
島
短
期
大
学
南
日
本
文
化
研
究
所 

の
主
催
し
た
考
古
班
（
白
木
原
和
美
・
上
村
俊
雄
）
に
よ
る
調
査 

が
行
わ
れ
た
。 

 

昭
和
五
十
七
、
五
十
八
年
に
は
、
鹿
児
島
大
学
お
よ
び
沖
縄
国 

際
大
学
に
よ
っ
て
、
知
名
町
ス
セ
ン
当
遺
跡
と
神
野
遺
跡
の
発
掘 

調
査
が
行
わ
れ
る
一
方
、
同
じ
く
五
十
七
、
五
十
八
、
五
十
九
年 

に
は
、
河
口
貞
徳
・
本
田
道
輝
・
瀬
戸
口
望
ら
に
よ
っ
て
、
知
名 

町
中
甫
洞
穴
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。（
二
、
三
次
は
知
名
町 

主
催
） 

 

以
上
が
沖
永
良
部
島
に
お
け
る
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
考
古 

学
的
調
査
の
大
略
で
あ
る
。 

 

沖
永
良
部
島
で
、
今
日
ま
で
に
、
発
見
さ
れ
た
遺
物
の
う
ち
、 

最
も
時
代
の
さ
か
の
ぼ
る
も
の
は
、
中
甫
洞
穴
で
出
土
し
た
爪
形 

文
土
器
で
あ
る
。
縄
文
の
草
創
期
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
、
本
島 

最
古
の
土
器
で
あ
る
。 

 

次
に
古
い
年
代
と
考
え
ら
れ
る
土
器
は
、
同
じ
く
中
甫
洞
穴
か 

ら
出
土
し
た
、
貝
殻
を
施
文
具
と
す
る
、
連
点
波
状
文
土
器
と
呼 

ば
れ
る
土
器
で
あ
る
（
15
図
）。
轟
Ｉ
式
土
器
の
下
層
か
ら
出
土 
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し
、
縄
文
早
期
な
い
し
前
期
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
型
式
の
土
器
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
他
の
遺
跡
か
ら
は
発
見 

さ
れ
て
い
な
い
。 

 

連
点
波
状
文
土
器
の
次
に
来
る
も
の
は
、
赤
連
系
土
器
な
い
し 

室
川
下
層
式
土
器
と
呼
ば
れ
る
土
器
で
あ
る
。
貝
殻
に
よ
っ
て
器 

面
調
整
を
施
す
も
の
で
、
神
野
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
宝
島 

大
池
遺
跡
に
お
い
て
、
轟
Ⅲ
式
土
器
と
共
伴
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、 

そ
の
年
代
を
推
定
で
き
る
。
縄
文
前
期
末
に
該
当
す
る
も
の
と
考 

え
ら
れ
る
。 

 

以
上
に
あ
げ
た
グ
ル
ー
プ
が
古
い
時
期
の
土
器
群
で
あ
る
。
そ 

の
後
に
続
く
、
縄
文
中
期
に
該
当
す
る
時
期
は
、
奄
美
全
域
と
同 

様
に
、
沖
永
良
部
島
に
あ
っ
て
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
若
干
の
、 

こ
の
時
期
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
資
料
は
存
在 

す
る
。 

 

縄
文
後
期
に
該
当
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
面
縄
東
洞
式
土
器 

も
、
移
入
土
器
の
市
来
式
土
器
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て 

い
な
い
が
、
存
在
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
神
野
遺
跡
で
は
南 

九
州
か
ら
移
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
松
山
式
土
器
が
出
土
し
て 

お
り
、
市
来
式
以
前
に
、
す
で
に
南
九
州
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ 

と
を
示
し
て
い
る
。
同
遺
跡
で
は
、
面
縄
東
洞
式
土
器
に
続
く
、 

      

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

前
節
で
も
若
干
触
れ
た
が
、
市
来
式
土
器
と
轟
式
土
器
と
は
、 

南
島
に
移
入
さ
れ
た
、本
土
の
土
器
の
う
ち
で
も
顕
著
な
も
の
で
、 

南
島
式
土
器
の
編
年
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い 

る
。
し
か
し
轟
式
土
器
は
幾
型
式
か
に
分
か
れ
、
し
か
も
そ
の
分 

類
が
明
確
で
な
い
た
め
に
、
比
較
す
る
場
合
、
不
都
合
が
多
か
っ 

た
。
そ
こ
で
、
次
に
そ
の
分
類
を
試
み
た
い
。 

 
 

轟
式
土
器
の
分
類 

 

轟
式
土
器
の
型
式
分
類
は
、
志
布
志
町
片
野
洞
穴
出
土
の
土
器 

に
つ
い
て
、
層
序
に
従
っ
て
分
類
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
さ 

ら
に
同
町
鎌
石
橋
遺
跡
・
吉
田
町
小
山
遺
跡
・
吹
上
町
黒
川
洞 

穴
・
加
治
木
町
日
木
山
洞
穴
・
熊
本
県
宇
土
市
轟
貝
塚
そ
の
他
の 

資
料
を
参
照
し
て
層
序
に
従
っ
て
分
類
す
る
と
、
四
つ
に
分
け
ら 

れ
る
。
こ
れ
を
古
い
順
に
轟
Ｉ
式
・
轟
Ⅱ
式
・轟
Ⅲ
式
・轟
Ⅳ
式 

と
呼
ぶ
。（
図
2
） 

 
 

轟
Ｉ
式
（
図
2
―
1
～
3
） 

 

轟
式
土
器
の
な
か
で
最
古
と
思
わ
れ
る
型
式
で
あ
る
。
鎌
石
橋 

遺
跡
で
は
、
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
起
源
の
幸
屋
火
砕
流
の
直
下
か
ら
出 

土
す
る
貝
殼
縁
で
器
面
調
整
し
た
土
器
で
、
小
山
遺
跡
で
も
、
同 

じ
く
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
起
源
の
ア
カ
ホ
ヤ
層
（
幸
屋
火
砕
流
と
同
一 

嘉
徳
Ｉ
式
土
器
も
出
土
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

宇
宿
上
層
式
土
器
の
時
期
に
つ
い
て
は
、宝
島
浜
坂
貝
塚
で
は
、 

縄
文
晩
期
お
よ
び
弥
生
中
期
土
器
と
の
共
伴
関
係
が
あ
り
、
宇
宿 

貝
塚
で
は
、
弥
生
後
期
の
土
器
と
共
伴
し
て
い
る
。
一
時
期
に
特 

定
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
、
年
代
に
幅
を
も
た
せ
る
こ
と
が
必
要 

で
あ
ろ
う
。
沖
永
良
部
島
で
は
、
住
吉
貝
塚
・
小
手
野
遺
跡
で
出 

土
し
て
い
る
。 

 

兼
久
式
土
器
は
、
沖
縄
か
ら
奄
美
に
い
た
る
広
域
に
分
布
す
る 

土
器
で
あ
る
が
、
弥
生
土
器
お
よ
び
土
師
器
と
の
共
伴
関
係
が
見 

ら
れ
、
い
く
つ
か
の
型
式
に
分
類
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
沖 

永
良
部
島
で
は
、
中
甫
洞
穴
お
よ
び
ス
セ
ン
当
遺
跡
か
ら
出
土
し 

て
い
る
。 

 

沖
永
良
部
島
に
お
い
て
、
現
在
、
判
明
し
て
い
る
遺
跡
の
数
は 

二
十
七
カ
所
で
あ
る
。（
図
1
）
そ
の
分
布
状
況
を
見
る
と
、
海 

岸
砂
丘
地
帯
を
主
と
し
、
若
干
、
内
陸
部
に
も
存
在
し
て
い
る
。 

立
地
条
件
と
し
て
の
共
通
点
は
、
湧
水
池
が
選
ば
れ
て
い
る
、
と 

言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
内
陸
部
の
遺
跡
地
の
分
布
を
見 

る
と
明
ら
か
で
、
い
ず
れ
も
段
丘
崖
下
の
湧
水
地
に
立
地
し
て
い 

る
の
で
あ
る
。
現
在
の
集
落
分
布
を
見
て
も
、
同
様
な
条
件
で
選 

地
さ
れ
て
お
り
、
古
来｢

水｣

が
重
要
な
集
落
立
地
の
条
件
で
あ
っ 

      

時
期
）
直
下
か
ら
、
同
類
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
遠 

く
大
分
県
に
お
い
て
も
、
下
菅
生
Ｂ
遺
跡
・
桑
木
Ｇ
遺
跡
で
ア
カ 

ホ
ヤ
層
の
下
か
ら
同
類
の
土
器
を
出
土
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お 

り
、
宮
崎
県
北
川
内
区
内
野
々
遺
跡
で
も
同
様
な
層
序
で
同
類
の 

土
器
が
出
土
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
土
器
が
轟
Ｉ
式
土
器
で
あ
る
。 

器
形
は
深
鉢
型
で
、
直
口
が
多
く
、
口
縁
部
が
わ
ず
か
に
外
反
す 

る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
底
部
は
丸
底
ま
た
は
平
底
の
よ
う
で
あ
る 

が
、
ま
だ
完
形
を
見
な
い
。
土
器
の
内
外
面
を
貝
殻
縁
で
器
面
調 

整
を
行
う
が
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
、
貝
殻
縁
に
よ
る
格
子
目
ま
た 

は
曲
線
文
を
重
ね
る
も
の
も
あ
る
。 

 

轟
Ｉ
式
土
器
は
、
上
に
あ
げ
た
遺
跡
の
ほ
か
に
、
志
布
志
町
片 

野
洞
穴
の
最
下
層
か
ら
出
土
し
、
片
野
Ｉ
式
（
河
口
貞
徳
）
と
呼 

び
、
日
木
山
洞
穴
か
ら
出
土
し
た
も
の
は
、
条

じ
よ
う

跟こ
ん

文
土
器
（
樋 

口
清
之
）と
呼
ば
れ
、轟
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
も
の
は
轟
A
式（
松 

本
雅
明
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 

以
上
の
状
況
か
ら
見
て
、
轟
Ｉ
式
土
器
文
化
は
、
鬼
界
カ
ル
デ 

ラ
が
大
爆
発
を
起
こ
す
以
前
に
、
九
州
一
円
に
広
く
分
布
し
て
い 

た
こ
と
が
わ
か
り
、
塞
ノ
神
式
土
器
文
化
が
、
九
州
全
域
に
広
が 

っ
て
い
っ
た
あ
と
を
受
け
て
、
轟
Ｉ
式
土
器
文
化
も
南
九
州
を
起 

点
と
し
て
広
域
化
し
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。 
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轟
Ⅱ
式
（
図
2
―
4
～
6
） 

 

轟
Ⅱ
式
は
、
轟
Ｉ
式
に
後
続
す
る
型
式
で
あ
る
。
層
序
関
係
は 

片
野
洞
穴
遺
跡
・
黒
川
洞
穴
遺
跡
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
土 

器
の
内
外
面
を
貝
殻
で
調
整
し
、
み
み
ず
ば
れ
状
の
凸
帯
で
器
面 

を
飾
る
土
器
で
あ
る(

図
2
―
5
・
6
）。
胴
が
張
り
、
口
縁
部 

で
外
反
す
る
丸
底
の
器
形
と
、
直
口
の
深
鉢
形
丸
底
の
器
形
が
見 

ら
れ
る
。
轟
Ⅱ
式
は
轟
式
の
代
表
的
型
式
で
、
ほ
と
ん
ど
の
轟
式 

遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
南
島
で
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な 

い
。 

 
 

轟
Ⅲ
式
（
図
2
―
7
・
8
） 

 

轟
Ⅲ
式
は
、
轟
Ⅱ
式
に
後
続
す
る
型
式
で
あ
る
。
片
野
洞
穴
で 

は
轟
Ⅱ
式
出
土
層
の
上
の
層
に
、
鎌
石
橋
遺
跡
で
は
幸
屋
火
砕
流 

の
上
の
第
三
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
土
器
の
内
外
面
を
貝
殻
縁 

で
調
整
し
、
さ
ら
に
同
じ
く
貝
殻
縁
に
よ
る
連
点
文
を
施
し
、
刻 

み
目
凸
帯
を
貼
付

て
ん
ぷ

す
る
土
器
で
あ
る
（
図
2
―
7
・
8
）。 

 

土
器
表
面
の
貝
殻
縁
に
よ
る
条
痕
が
か
す
か
に
見
ら
れ
る
程
度 

の
も
の
も
あ
る
。
宝
島
大
池
遺
跡
で
は
、
赤
連
系
土
器
と
と
も
に 

出
土
し
、
ま
た
片
野
洞
穴
で
は
、
貝
殻
条
痕
を
地
文
と
す
る
曽
畑 

式
土
器
を
共
伴
出
土
し
て
い
る
。 

 
 

轟
Ⅳ
式
（
図
2
―
9
～
11
） 

                           

轟
Ⅳ
式
は
、
轟
Ⅲ
式
に
後
続
す
る
型
式
で
あ
る
。
片
野
洞
穴
の 

層
序
に
よ
っ
て
、
轟
Ⅲ
式
と
の
関
係
が
判
明
し
て
い
る
。
土
器
の 

内
外
面
を
貝
殻
縁
で
調
整
し
、
さ
ら
に
貝
殻
縁
に
よ
っ
て
、
連
続 

し
て
弧
文
を
ジ
グ
ザ
グ
に
施
す
土
器(

図
2
―
9
～
11)

で
あ
る
。 

日
木
山
洞
穴
出
土
の
相
交
弧
文
土
器（
樋
口
清
之
）に
該
当
す
る
。 

二 

遺 

跡 

 

(一) 

住
吉
貝
塚 

 

住
吉
貝
塚
は
沖
永
良
部
島
の
西
端
、
知
名
町
住
吉
金
久
の
海
岸 

に
あ
り
、
松
下
植
安
・
木
下
池
実
氏
所
有
の
畑
地
に
ま
た
が
り
、 

千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
平
坦
地
で
あ
る
。
遺
跡
直
下
の
海
岸 

に
は
湧
水
が
見
ら
れ
、
良
い
立
地
条
件
を
備
え
て
い
る
。 

 

昭
和
三
十
二
年
八
月
十
二
日
よ
り
同
二
十
二
日
に
至
る
十
一
日 

間
、
九
学
会
考
古
班
（
河
口
貞
徳
）
が
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
農
地
構
造
改
善
事
業
に
よ
っ
て
、
遺
跡
は
破
壊
さ
れ 

た
が
、
な
お
残
存
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。 

1 

遺
跡
の
状
態 

 

表
層
（
第
一
層
）
は
、
砂
質
褐
色
土
層
で
、
厚
さ
が
十
四
～
二 
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と
小
礫
が
配
さ
れ
て
い
た
。
宇
宿
貝
塚
の
石
囲
住
居
址
に
酷
似
す 

る
も
の
で
、
こ
の
時
期
の
住
居
址
の
ひ
と
つ
の
形
態
と
考
え
ら
れ 

る
。 

2 

遺 

物 

(１) 

土
器 

 

土
器
は
無
文
の
宇
宿
上
層
式
と
、
有
文
の
下
層
式 

と
が
、
混
出
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。 

 

① 

無
文
で
口
縁
部
の
断
面
が
蒲
鉾
状
に
肥
厚
し
、
胴
部
の 

張
っ
た
丸
底
の
壺
形
土
器
、
お
よ
び
平
底
の
甕
形
土
器
が
セ
ッ
ト 

を
な
す
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
宇
宿
上
層
式
土
器
で
あ
る
が
、
出
土 

し
た
土
器
の
う
ち
で
大
半
を
占
め
て
い
る
。 

 

② 

次
に
多
い
の
は
、
器
形
は
、
①
と
同
様
で
あ
る
が
、
肩
部 

に
細
い
隆
起
帯
を
も
ち
、
口
縁
部
と
隆
起
帯
と
の
間
に
沈
線
綾
杉 

文
を
施
し
た
も
の
、
お
よ
び
細
隆
起
帯
を
縦
横
に
施
し
、
そ
の
両 

側
も
し
く
は
片
側
に
刺
突
文
を
連
続
し
て
施
し
、
こ
れ
に
細
線
文 

を
配
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
土
器
に
は
、
犬
田
布
式
と
喜
念
Ⅰ 

式
の
二
つ
の
型
式
の
土
器
が
含
ま
れ
て
い
る
。 

 

③ 

鉢
形
の
平
底
土
器
で
、
口
縁
部
か
ら
頸
部
へ
幾
何
学
的
文 

様
を
施
し
た
も
の
で
、嘉
徳
Ⅱ
式
に
当
た
る
。出
土
量
は
少
な
い
。 

 

④ 

深
鉢
形
平
底
の
土
器
で
、
口
縁
部
に
文
様
帯
を
有
し
、
籠 

編
み
に
類
す
る
押
引
文
を
施
文
す
る
土
器
で
、
面
縄
東
洞
式
と
呼 

十
セ
ン
チ
あ
り
、
遺
物
は
包
含
し
て
い
な
い
。
第
二
層
は
、
粘
質 

褐
色
混
土
貝
層
で
、
厚
さ
は
二
十
八
～
六
十
セ
ン
チ
あ
り
、
中
間 

に
マ
イ
マ
イ
を
主
と
し
た
レ
ン
ズ
状
、純
貝
層
が
挟
ま
っ
て
い
る
。 

上
層
と
の
境
は
水
平
で
あ
る
が
、
下
層
と
の
境
は
北
よ
り
南
へ
傾 

斜
し
て
お
り
、
こ
の
層
は
遺
物
を
多
量
に
包
含
し
て
い
る
。
第
三 

層
は
、粘
質
礫
ま
じ
り
層
で
、厚
さ
は
二
十
二
～
四
セ
ン
チ
あ
り
、 

遺
物
を
包
含
し
て
い
る
。
第
二
層
と
の
接
触
面
は
北
か
ら
南
へ
傾 

斜
し
て
い
る
が
、
下
部
は
ほ
ぼ
水
平
で
あ
る
。
第
四
層
は
、
砂
質 

褐
色
層
で
、
ご
く
薄
く
、
厚
さ
は
三
～
八
セ
ン
チ
に
す
ぎ
ず
、
遺 

物
を
少
量
包
含
し
て
い
る
。
住
居
址
の
床
面
を
な
し
て
い
る
。（
図 

Ｋ
） 

 

礫
ま
じ
り
層
の
下
に
、
宇
宿
上
層
式
の
時
期
の
住
居
址
が
発
見 

さ
れ
た
。
石
囲
住
居
址
で
、
ほ
ぼ
長
方
形
を
な
し
、
内
側
の
各
辺 

は
縦
二
・
四
メ
ー
ト
ル
、
横
一
・
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
北
隅
と 

北
西
辺
は
塊
石
を
用
い
て
石
組
み
し
、
外
側
に
は
根
石
を
使
用
し 

た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
東
隅
、
東
南
辺
、
西
南
辺
は
、
自
然
の
珊
瑚 

礁
の
面
を
調
整
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
東
南
辺
と
東
隅 

の
壁
は
、
他
よ
り
著
し
く
高
い
。
床
面
は
周
辺
二
十
セ
ン
チ
幅
の 

部
分
を
除
い
て
、
一
面
に
灰
に
覆
わ
れ
、
西
隅
に
は
縦
四
十
セ
ン 

チ
、横
三
十
五
セ
ン
チ
の
矩
形

く
け
い

に
近
い
炉
址
が
あ
り
、周
囲
に
点
々 

      

ば
れ
る
土
器
が
ご
く
少
量
出
土
し
て
い
る
。 

 

⑤ 

そ
の
他
ご
く
少
量
で
あ
る
が
、
横
位
に
点
文
を
連
続
施
文 

し
た
も
の
や
、
や
や
幅
を
も
っ
た
沈
線
を
波
状
に
施
し
た
も
の
な 

ど
、
沖
縄
出
土
の
土
器
に
類
す
る
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。 

 

以
上
の
土
器
の
中
で
は
、
①
の
土
器
が
最
も
分
量
が
多
く
、
か 

つ
大
型
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
次
に
、
②
の
土
器
が
多
く
、 

③
の
土
器
は
少
量
で
、
④
の
土
器
は
最
も
出
土
量
が
少
な
い
。
か 

つ
③
・
④
の
土
器
は
破
片
が
小
さ
く
他
か
ら
移
動
混
入
し
た
も
の 

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
貝
塚
の
主
体
は
①
・
② 

土
器
と
思
わ
れ
、
遺
跡
の
時
代
も
①
・
②
の
土
器
が
示
す
時
期
と 

言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

(２) 

石
器 

 

石
器
で
は
、
定
角
式
石
斧
、
半
磨
製
石
斧
、
矩
形 

の
小
形
磨
製
石
器
で
一
端
に
刃
を
付
け
た
も
の
な
ど
が
出
土
し
て 

お
り
、
地
表
採
集
お
よ
び
地
主
の
耕
作
に
よ
っ
て
出
土
し
た
も
の 

に
は
、
わ
り
に
薄
い
中
形
の
半
磨
製
の
も
の
、
乳
棒
状
に
近
い
も 

の
、
断
面
楕
円
形
で
刃
部
の
幅
が
広
く
短
い
も
の
な
ど
、
数
個
の 

石
斧
と
槌
石
、
石
皿
な
ど
が
み
ら
れ
る
。 

(３) 

牙
器
お
よ
び
貝
製
品 

 

各
区
の
貝
層
か
ら
発
見
さ
れ
て
い 

る
。
猪
の
牙
の
両
端
に
各
々
二
カ
所
穿
孔

せ
ん
こ
う

し
た
装
飾
品
、
同
じ
く 

骨
に
加
工
し
一
面
を
平
ら
に
す
り
磨
き
、
一
端
に
刻
み
目
を
つ
け 
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が
行
わ
れ
た
。
ま
た
五
十
八
年
に
は
鹿
児
島
大
学
（
上
村
俊
雄
） 

も
、
平
行
し
て
同
遺
跡
の
調
査
を
行
っ
た
。 

1 

遺
跡
の
状
態 

 

遺
跡
地
は
、
北
は
大
津
勘
川
を
境
界
と
し
、
西
は
海
岸
に
面
す 

る
堤
防
、
東
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
小
高
い 

砂
丘
地
で
あ
る
。
発
掘
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
よ
り
の
Ａ
・
Ｂ
・ 

Ｃ
三
地
点
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。 

 

Ａ
・
Ｂ
地
点
は
沖
縄
国
際
大
学
、
Ｃ
地
点
は
鹿
児
島
大
学
が
担 

当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
レ
ン
チ
に
よ
る
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。 

 

Ａ
ト
レ
ン
チ
は
二×

六
メ
ー
ト
ル
で
、
第
一
区
は
七
層
ま
で
、 

第
三
区
は
八
層
ま
で
発
掘
し
、
深
さ
三
・
七
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
だ 

た
め
に
、
壁
面
が
崩
壊
し
発
掘
も
そ
れ
ま
で
に
止
め
た
。 

 

Ｂ
ト
レ
ン
チ
は
、
二×

十
メ
ー
ト
ル
で
、
第
三
区
は
十
一
層
、 

第
五
区
は
十
二
層
に
達
し
、
深
さ
三
・
五
メ
ー
ト
ル
で
地
山
を
検 

出
し
た
。 

 

Ｃ
ト
レ
ン
チ
は
、
二×

六
メ
ー
ト
ル
で
、
全
区
第
十
四
層
に
達 

し
、
深
さ
四
メ
ー
ト
ル
ま
で
発
掘
し
て
基
盤
の
一
部
に
及
ん
だ
。 

 

Ａ
ト
レ
ン
チ
で
は
、
縄
文
後
期
該
当
の
遺
物
が
主
体
を
な
し
、 

主
と
し
て
四
、
五
層
か
ら
出
土
し
た
。
七
、
八
層
以
下
の
発
掘
が
、 

壁
面
崩
壊
の
た
め
に
不
可
能
で
、
下
層
の
資
料
が
得
ら
れ
な
か
っ 

た
棒
状
の
製
品
、
夜
光
貝
の
殻
を
利
用
し
た
貝
匙
三
個
、
同
じ
く 

貝
輪
の
破
片
三
個
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。 

(４) 

自
然
遺
物 

 

各
区
の
混
土
貝
層
お
よ
び
貝
層
か
ら
獣
骨
、 

魚
骨
、
貝
類
が
出
土
し
た
。
獣
骨
は
す
べ
て
猪
で
、
宇
宿
貝
塚
出 

土
の
猪
骨
と
同
大
で
、
南
九
州
の
も
の
よ
り
小
形
で
あ
る
。
林
田 

重
幸
氏
に
よ
れ
ば
、
種
子
島
・
屋
久
島
ま
で
は
南
九
州
と
同
様
の 

大
形
の
も
の
で
あ
り
、
奄
美
大
島
は
沖
縄
と
と
も
に
小
形
の
も
の 

が
分
布
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

貝
層
は
、
ほ
と
ん
ど
マ
イ
マ
イ
類
の
単
純
な
層
で
あ
る
が
、
少 

量
の
海
産
貝
を
混
じ
て
い
る
。
面
縄
第
二
お
よ
び
第
四
貝
塚
に
お 

い
て
も
、
マ
イ
マ
イ
の
単
純
貝
層
で
あ
っ
た
た
め
に
、
自
然
層
で 

は
な
い
か
と
の
疑
い
を
も
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
貝
塚
に
お
い 

て
は
木
炭
あ
る
い
は
土
器
な
ど
の
人
工
遺
物
を
包
含
し
て
い
る
の 

で
、
マ
イ
マ
イ
を
捕
食
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

(二) 

神
野
遺
跡 

 
神
野
遺
跡
は
、
知
名
町
大
津
勘
神
野
に
あ
り
、
沖
永
良
部
島
の 

南
西
海
岸
、
太
平
洋
に
面
す
る
海
岸
砂
丘
に
立
地
す
る
。
昭
和
五 

十
五
年
二
月
、
高
宮
廣
衛
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
同
五
十
七
年
・ 

五
十
八
年
に
沖
縄
国
際
大
学
（
高
宮
廣
衛
）
に
よ
っ
て
発
掘
調
査 

      

た
た
め
で
あ
る
。 

 

Ｂ
ト
レ
ン
チ
で
は
、さ
い
わ
い
地
山
ま
で
完
掘
で
き
た
た
め
に
、 

良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
四
～
七
層
か
ら
は
、
主
と
し
て
縄
文 

後
期
該
当
の
遺
物
が
得
ら
れ
、
九
～
十
二
層
か
ら
は
縄
文
前
期
末 

該
当
の
遺
物
が
出
土
し
た
。 

 

Ｃ
ト
レ
ン
チ
で
は
、
こ
れ
ま
た
完
掘
が
行
わ
れ
、
六
層
、
八
層
、 

九
層
、
十
層
、
十
一
層
か
ら
は
、
縄
文
後
期
該
当
の
遺
物
が
出
土 

し
、
十
三
層
か
ら
は
、
縄
文
前
期
末
該
当
の
遺
物
が
得
ら
れ
た
。 

 

各
ト
レ
ン
チ
の
状
況
は
、
次
に
挙
げ
る
No
１
～
No

3
の
層
序 

表
に
よ
っ
て
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。 

2 

遺 

物 

(１)
土 

器 
 

土
器
は
南
島
式
土
器
を
主
体
と
し
、
少
量
の
縄
文 

土
器
を
共
伴
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
干
の
時
期
的
基
準
が 

得
ら
れ
、
ま
た
一
方
で
は
、
奄
美
の
土
器
と
沖
縄
の
土
器
と
が
伴 

出
し
た
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
推
定
の
域
を
出
な
か
っ
た
両
者
の
関 

係
が
、
共
伴
関
係
土
器
の
時
期
を
基
点
と
し
て
、
比
較
的
に
正
し 

く
対
比
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
次
に
、
下
層
か
ら
出
土
し
た
古 

い
土
器
か
ら
順
次
述
べ
よ
う
。 

 

① 

赤
連
系
土
器
（
室
川
下
層
式
土
器
） 

各
ト
レ
ン
チ
を
通 

じ
て
、
最
下
層
か
ら
出
土
す
る
土
器
で
、
本
遺
跡
で
最
も
古
い
と 
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 №１  Ａトレンチ層序 

層 土 壌 厚さ 遺 物 備 考 

Ⅰ 黄 褐 色 砂 層 ２５～５０㎝ 無 遺 物 
 

Ⅱ 暗 黄 色 砂 層 ２０～２５㎝ 攪 乱 層 
 

Ⅲ 黄 褐 色 砂 層 ５０㎝ 無 遺 物 層 
 

Ⅳ 黒 色 砂 層 ３０～５０㎝ 縄 文 後 期 該 当 
 

Ⅴ 浅暗褐色砂層   縄 文 後 期 該 当 
 

Ⅵ 黄 白 色 砂 層 ５０～７０㎝ 無 遺 物 層 
 

Ⅶ 紅 白 色 砂 層   轟様式 １片 崩 壊 

Ⅷ 淡 黒 色   室川下層式 崩 壊 

 №２  Ｂトレンチ層序 

層 土 壌 厚 さ 遺 物 備 考 

Ⅰ 黄 褐 色 砂 層 ３０～５０㎝ 無 遺 物 層   

Ⅱ 暗 黄 色 砂 層 １０～２５㎝ 縄  文  後  期  該  当   

Ⅲ 黄 褐 色 砂 層 １５～２０㎝ 無 遺 物 層   

Ⅳ 黒色混貝砂層 ３０～５０㎝ 縄  文  後  期  該  当   

Ⅴ 黒暗灰色砂層 ４０～６０㎝ 縄 文 後 期 該 当    ( 松 山 式 １ 片 )   

Ⅵ 暗 黄 色 砂 層 １０～３０㎝ 面 縄 前 庭 式  ( 面 縄 東 洞 式 １ 片 )   

Ⅶ 暗 褐 色 砂 層 ２０～４０㎝ 面 縄 前 庭 式   

Ⅷ 黄 白 色 砂 層 ４０～６０㎝ 無 遺 物 層   

Ⅸ 紅 白 色 砂 層 ３５～５５㎝ 3 区－(2 類)、5 区－(室川下層・2 類) A-Ⅻ該当 

Ⅹ 黄 白 色 砂 層 ６０～８０㎝ 3 区－(室川下層・疑縄文)、5 区－無遺物層   

Ⅺ 明 褐 色 砂 層 ３～５㎝ 室 川 下 層 式   

Ⅻ 赤 色 混 砂 層 ５～１８㎝ 室 川 下 層 式 － ３ 片   

XⅢ 赤 色 地 山 ５０㎝掘る 無 遺 物 層   

 №３  Ｃトレンチ層序 

層 土 壌 厚 さ 遺 物 備 考 

Ⅰ 黄 色 砂 層 ４０～４５㎝ 無 遺 物 層   

Ⅱ 淡 褐 色 砂 層 １５～２０㎝ 貝 小 玉 １   

Ⅲ 灰 褐 色 砂 層 ３０～３５㎝ 兼 久 式 （ 少 量 )   

Ⅳ 淡黄白色砂層 ３０㎝ 無 遺 物 層   

Ⅴ 暗 褐 色 砂 層 ２０～４０㎝ 土 器 片 ・ 貝 小 玉 ・ 貝 輪 片   

Ⅵ 黒 色 砂 層 ４０㎝ 伊 波 式 （ 主 ） 、 嘉 徳 Ⅰ ・ Ⅱ 式   

Ⅶ 白 色 砂 層 ３０～４０㎝ 無 遺 物 層   

Ⅷ 紅 褐 色 砂 層 １５㎝ 嘉 徳 Ⅰ ・ Ⅱ 式 、 面 縄 東 洞 式   

Ⅸ 黒 灰 色 砂 層 ３０～４０㎝ 面 縄 前 庭 式 ・ 松 山 式 的 な も の   

Ⅹ 黄 白 色 砂 層 ３０㎝ 面 縄 前 庭 式   

Ⅺ 淡黄褐色砂層 ２０～３０㎝ 面 縄 前 庭 式   

Ⅻ 白 砂 層 ２０～４０㎝ 無 遺 物 層   

XⅢ

a 

淡 褐 色 砂 層 ４５～５０㎝ 土 器 大 片 １   

XⅢ

b 

茶 褐 色 砂 層 １０～２０㎝ 赤 連 系 （ 室 川 下 層 式 )   

XⅣ 褐 色 粘 湿 土 基盤 無 遺 物 層   
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考
え
ら
れ
る
土
器
で
あ
る
。
器
形
は
深
鉢
形
の
尖
底
で
、
直
口
が 

普
通
で
わ
ず
か
に
外
反
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
器
壁
は
厚
く
一 

セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
色
調
は
暗
褐
色
で
、
ま
れ
に
茶
褐
色
も
見 

ら
れ
る
。
貝
殻
で
器
面
調
整
し
、
ナ
デ
仕
上
げ
も
行
わ
れ
る
。
文 

様
は
、
箆へ

ら

状
工
具
を
用
い
て
、
羽
状
ま
た
は
「
ハ
」
字
状
の
連
続 

文
を
、
斜
位
ま
た
は
横
位
に
施
す
。 

 

こ
の
土
器
は
南
島
に
広
く
分
布
し
、
宝
島
大
池
遺
跡
で
は
轟
Ⅲ 

式
と
伴
出
し
、
最
近
（
五
十
九
年
度
）
の
面
縄
第
四
貝
塚
の
発
掘 

調
査
で
は
、
縄
文
前
期
末
の
春
日
式
土
器
よ
り
下
層
か
ら
出
土
し 

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
よ
う
な
層
序
か
ら
見
て
、
縄
文 

前
期
末
の
時
期
に
該
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。（
図
4
―
1
・ 

2
） 

 

② 

神
野
Ⅱ
類
土
器 

Ａ
ト
レ
ン
チ
七
層
、
Ｂ
ト
レ
ン
チ
九
層
、 

Ｃ
ト
レ
ン
チ
十
三
ｂ
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
深
鉢
形
で
底
部
は 

尖
底
と
推
定
さ
れ
、
波
状
口
縁
土
器
で
あ
る
。
器
壁
は
厚
さ
一
セ 

ン
チ
前
後
あ
り
、
胎
土
は
石
英
粒
を
含
み
、
わ
ず
か
に
雲
母
も
見 

ら
れ
る
。
器
面
は
貝
殻
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
、
外
面
は
ナ
デ
仕
上 

げ
を
行
っ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。
文
様
は
、
口
縁
部
か
ら
縦
位
ま 

た
は
斜
位
の
沈
刻
短
線
を
数
段
に
め
ぐ
ら
す
が
、下
部
で
変
化
し
、 

沈
線
で
縁
ど
り
す
る
部
分
も
見
ら
れ
る
。
口
縁
部
内
面
は
同
様
な 

                          

文
様
を
二
段
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。 

 

こ
の
土
器
は
喜
界
島
赤
連
遺
跡
の
土
器
に
類
似
し
て
お
り
、
同 

一
系
統
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
赤
連
系
土
器
（
室
川
下
層
式
土 

器
）
に
後
続
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。（
図
4
―
3
） 

 

③ 

面
縄
前
庭
式
土
器 

Ｂ
ト
レ
ン
チ
六
、
七
層
、
Ｃ
ト
レ
ン 

チ
九
、
十
、
十
一
層
か
ら
出
土
し
、
縄
文
後
期
該
当
の
土
器
グ
ル
ー 

プ
の
中
で
は
、
最
下
層
か
ら
出
土
し
、
こ
れ
ら
の
土
器
の
中
で
は 

最
も
古
い
型
式
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
胴
部
の
張
っ
た
尖 

底
ま
た
は
丸
底
の
土
器
で
、
口
縁
部
に
細
形
の
刻
み
目
凸
帯
を
二 

条
め
ぐ
ら
し
、
凸
帯
の
間
お
よ
び
凸
帯
以
下
の
胴
部
に
、
鋸
歯
状 

の
沈
刻
線
を
施
す
土
器
で
あ
る
。
二
条
の
凸
帯
の
あ
い
だ
を
縦
位 

の
凸
帯
で
結
ぶ
も
の
、
あ
る
い
は
上
部
凸
帯
を
波
状
に
め
ぐ
ら
す 

も
の
な
ど
も
あ
る
。
土
器
面
は
研
磨
さ
れ
、
器
壁
は
薄
い
の
が
特 

徴
で
あ
る
。
本
遺
跡
の
土
器
は
文
様
が
や
や
複
雑
で
、
本
型
式
の 

多
様
性
を
示
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
型
式
分
類
の
必
要
が
生
ず
る 

で
あ
ろ
う
。 

 
時
期
に
つ
い
て
は
、
本
遺
跡
の
層
序
か
ら
見
て
、
面
縄
東
洞
式 

よ
り
先
行
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
面
縄
第
三
・
第
四
貝
塚
に 

お
い
て
は
、
面
縄
東
洞
式
土
器
と
共
伴
し
、
最
後
に
下
層
で
単
純 

に
面
縄
前
庭
式
土
器
の
み
が
残
存
す
る
と
い
う
状
況
か
ら
見
て
、 
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る
。
文
様
は
、
叉
状
の
施
文
具
を
よ
く
用
い
、
口
縁
上
端
と
胴
上 

部
に
点
文
、
短
沈
線
文
、
長
沈
線
文
を
連
続
し
て
め
ぐ
ら
す
も
の 

で
あ
る
。
上
下
両
文
様
帯
に
、
綾あ

や

杉す
ぎ

文
や
斜
沈
線
文
を
施
す
も
の 

も
あ
る
。
こ
の
部
分
に
編
籠
状
の
文
様
を
施
す
も
の
が
見
ら
れ
る 

の
は
、
奄
美
の
土
器
文
化
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
。 

 

伊
波
式
は
沖
縄
の
土
器
型
式
で
あ
る
が
、
本
遺
跡
は
一
括
出
土 

の
北
限
で
あ
る
。
奄
美
の
嘉
徳
Ⅰ
・
Ⅱ
式
と
平
行
す
る
時
期
で
あ 

る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
嘉
徳
式
の
ど
の
時
期
に
当
た
る
か
を
、 

明
確
に
す
る
の
は
、
今
後
の
究
明
す
べ
き
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
。 

 

以
上
に
あ
げ
た
土
器
類
の
他
に
、
本
土
か
ら
移
入
さ
れ
た
と
思 

飛
び
離
れ
て
古
い
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。（
図
5
―
1
） 

 

④ 

面
縄
東
洞
式
土
器 

面
縄
東
洞
式
土
器
は
、
各
ト
レ
ン
チ 

か
ら
出
土
し
て
い
る
。
層
序
か
ら
見
て
面
縄
前
庭
式
に
後
続
す
る 

も
の
で
あ
る
。
器
形
は
平
底
深
鉢
形
の
土
器
で
、
口
縁
は
平
坦
で 

あ
る
が
、
市
来
式
土
器
の
影
響
を
受
け
て
波
状
口
縁
と
な
っ
た
も 

の
も
見
ら
れ
る
。
口
縁
部
に
編
籠
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
押
引
文
を 

施
し
て
い
る
。（
図
5
―
2
） 

 

⑤ 

嘉
徳
Ｉ
・
Ⅱ
式
土
器 

嘉
徳
Ｉ
・
Ⅱ
式
は
、
三
型
式
に
別 

れ
る
が
、
Ｃ
ト
レ
ン
チ
で
は
八
層
、
六
層
か
ら
一
括
し
て
出
土
し 

て
い
る
。
い
ず
れ
も
深
鉢
形
平
底
の
土
器
で
、
波
状
口
縁
が
見
ら 

れ
る
。
嘉
徳
Ⅰ
ａ
式
は
、
押
引
文
に
沈
線
の
加
わ
る
も
の
で
、
嘉 

徳
Ⅰ
ｂ
式
は
連
続
爪
形
文
に
沈
線
文
の
加
わ
る
も
の
で
あ
る
。
嘉 

徳
Ⅱ
式
は
、
文
様
が
沈
線
文
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら 

の
三
型
式
は
、
本
来
、
分
離
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
砂
丘
遺
跡
で 

あ
る
た
め
に
、
上
下
移
行
が
あ
っ
て
、
一
括
し
て
出
土
し
た
も
の 

で
あ
ろ
う
。（
図
5
―
4
） 

 
⑥ 

伊
波
式
土
器 

伊
波
式
土
器
は
、
Ａ
ト
レ
ン
チ
で
は
、
第 

五
層
か
ら
上
部
に
集
中
し
て
出
土
し
、
Ｃ
ト
レ
ン
チ
で
は
、
第
六 

層
か
ら
主
と
し
て
出
土
し
、
嘉
徳
Ⅰ
・
Ⅱ
式
と
共
伴
出
土
し
て
い 

る
。
器
形
は
胴
部
の
張
っ
た
平
底
深
鉢
形
で
波
状
口
縁
土
器
で
あ 

      

わ
れ
る
土
器
に
轟
式
土
器
、
松
山
式
土
器
な
ど
が
あ
る
。
特
に
、 

松
山
式
土
器
の
出
土
は
、
上
部
層
の
一
括
土
器
が
、
縄
文
後
期
に 

該
当
す
る
こ
と
を
知
る
根
拠
と
な
っ
た
。(

図
5
―
6
・
7
） 

(２)
石
器 

 

石
器
の
出
土
は
骨
角
牙
器
と
と
も
に
、
そ
の
量
は
少 

な
い
。
石せ

き

斧ふ

・
磨す

り

石い
し

・
石
皿
な
ど
数
点
が
出
土
し
て
い
る
ほ
か
、 

一
、
二
孔
を
穿う

が

っ
た
石
製
垂
飾
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
に
す
ぎ
な 

い
。 

(３)
骨
角
牙
製
品 

 

骨
角
牙
製
品
も
、
出
土
量
が
少
な
く
、
骨
針 

な
ど
の
実
用
品
は
ま
れ
で
、
ほ
と
ん
ど
装
飾
品
で
あ
る
。 

(４)
貝
製
品 

 

貝
器
は
比
較
的
に
多
く
、
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
ふ
た
で 

作
っ
た
斧
、
貝
匙
、
ス
イ
ジ
ガ
イ
の
管

状

棘

か
ん
じ
よ
う
き
よ
く

を
研
磨
し
た
も
の
、 

有
孔

ゆ
う
こ
う

鏃ぞ
く

な
ど
の
ほ
か
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
・
メ
ン
ガ
イ
・
オ
オ
ツ
タ
ノ 

ハ
・
サ
ラ
サ
バ
テ
イ
な
ど
を
素
材
に
し
た
貝
輪
、
イ
モ
ガ
イ
の
螺ら 

塔と
う

部
を
研
磨
し
た
も
の
、
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
・
ク
ロ
チ
ョ
ウ
ガ
イ
の
体 

層
部
を
切
り
放
し
て
穿
孔
し
た
も
の
、
ガ
ン
セ
キ
ボ
ラ
を
両
面
か 

ら
研
磨
し
た
も
の
、ゴ
ホ
ウ
ラ
の
外
唇
部
に
加
工
穿
孔
し
た
も
の
、 

オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
に
穿
孔
し
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。 

(三) 

ス
セ
ン
当
遺
跡 

ス
セ
ン
当
遺
跡
は
、
知
名
町
大
字
屋
子
母
小
字
ス
セ
ン
当
に
あ 
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り
、
沖
永
良
部
島
の
南
西
部
海
岸
砂
丘
に
立
地
し
て
い
る
。
昭
和 

五
十
七
年
三
月
、
上
村
俊
雄
が
発
見
し
、
同
八
月
四
日
～
十
二
日 

ま
で
、
鹿
児
島
大
学
が
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道 

路
に
沿
っ
て
、そ
の
東
側
に
二×

十
四
メ
ー
ト
ル
の
Ａ
ト
レ
ン
チ 

を
設
け
て
調
査
を
行
っ
た
。 

 

兼
久
式
系
統
の
単
純
遺
跡
で
、
若
干
の
土
器
、
石
器
、
貝
製
品 

な
ど
を
出
土
し
た
。 

(四) 

屋
子
母
遺
跡 

 

屋
子
母
遺
跡
は
、
沖
永
良
部
島
の
西
南
海
岸
に
あ
た
る
知
名
町 

屋
子
母
植
村
上
坂

う
な
ひ
や

に
あ
り
、
部
落
中
央
部
の
小
高
い
丘
陵
上
に
あ 

る
大
平
武
雄
氏
宅
地
で
あ
る
。土
器
片
と
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。 

土
器
は
無
文
の
小
片
で
型
式
は
明
ら
か
で
な
い
。
石
器
は
石
斧
、 

槌
石
な
ど
が
あ
り
、
す
べ
て
砂
岩
質
で
あ
る
。
石
斧
は
欠
損
し
て 

い
て
完
全
で
は
な
い
が
、
断
面
楕
円
形
で

蛤
は
ま
ぐ
り

刃ば

の
も
の
で
あ
る
。 

片
側
に
敲
打

こ
う
だ

を
加
え
て
や
や
く
ぼ
ま
せ
た
部
分
の
あ
る
も
の
一 

個
、
断
面
は
楕
円
形
を
示
す
が
、
う
す
く
ひ
ら
た
い
石
斧
で
両
側 

に
打
ち
か
き
お
よ
び
敲
打
に
よ
る
凹
部
を
作
っ
た
も
の
一
個
。
ま 

た
刃
部
、
胴
部
の
幅
が
同
じ
く
ら
い
の
石
斧
の
、
頭
部
が
欠
損
し 

て
い
る
も
の
が
一
個
あ
る
。
断
面
が
楕
円
形
で
厚
く
、
刃
部
と
胴 

                          

部
の
幅
の
変
わ
ら
ぬ
も
の
二
個
、
他
に
定
角
式
の
も
の
の
破
片
一 

個
が
あ
る
。 

 

槌
石
は
円
礫
を
使
用
し
た
も
の
一
個
、
定
角
式
の
石
斧
の
両
端 

を
敲
打
用
と
し
て
使
用
し
た
も
の
一
個
、
小
型
の
円
柱
状
の
も
の 

一
個
、
大
形
で
片
側
に
凸
帯
を
有
す
る
も
の
二
個
が
出
土
し
て
い 

る
。
概
し
て
石
器
の
出
土
量
が
多
い
。（
河
口
三
十
二
年
調
査
） 

 

(五) 

小
積
原
遺
跡 

 

小
積
原
遺
跡
は
、
和
泊
町
役
場
に
近
い
新
納
定
明
氏
宅
地
を
中 

心
に
、
そ
の
隣
接
地
に
お
よ
ぶ
相
当
広
い
遺
跡
地
で
あ
る
。
今
ま 

で
に
多
く
の
石
器
の
出
土
が
あ
っ
て
、
一
部
は
残
存
し
て
い
る
。 

現
在
も
地
表
に
土
器
な
ど
の
散
布
が
見
ら
れ
、
隣
接
地
の
井
戸
を 

掘
削
し
た
際
は
多
量
の
貝
と
石
器
が
出
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
点 

か
ら
み
て
、
遺
跡
の
一
部
は
貝
塚
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ 

る
。 

 

地
表
散
布
の
土
器
片
は
無
文
の
宇
宿
上
層
式
土
器
で
あ
る
。
石 

器
に
は
石
斧
、
槌
石
な
ど
が
あ
っ
て
、
石
斧
は
定
角
式
の
磨
製
石 

斧
の
他
に
自
然
礫
面
を
残
し
、
一
面
を
打
ち
欠
い
て
刃
を
つ
け
た 

も
の
が
多
い
。
槌
石
は
普
通
の
も
の
の
ほ
か
に
、
大
形
で
長
径
二 

十
四
セ
ン
チ
な
い
し
二
十
セ
ン
チ
、
短
径
十
五
セ
ン
チ
な
い
し
十 
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三
セ
ン
チ
の
楕
円
形
の
礫
で
長
軸
の
両
端
に
敲
打
の
あ
と
を
残
す 

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
二
種
類
あ
っ
て
、
礫
の
両
側
に
凸
帯
の
あ 

る
も
の
と
、
片
側
の
み
に
凸
帯
の
あ
る
も
の
と
が
あ
る
。
砂
岩
質 

で
重
量
は
か
な
り
重
く
、
粉
砕
力
は
相
当
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ 

る
。同
様
の
形
状
の
槌
石
が
屋
子
母
の
遺
跡
に
も
出
土
し
て
い
る
。 

 

以
上
は
昭
和
三
十
二
年
の
調
査
結
果
で
あ
る
が
、
五
十
七
年
に 

再
度
現
地
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
家
屋
の
模
様
な
ど
は
変
わ
っ
た
も 

の
の
、
遺
跡
地
に
は
さ
し
た
る
変
化
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
有
望 

な
遺
跡
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。 

(六) 

畦
布
遺
跡 

 

畦
布
遺
跡
は
、
沖
永
良
部
島
の
北
海
岸
に
面
す
る
畦
布
の
部
落 

の
北
端
に
あ
た
り
、
海
岸
泉
地
直
上
の
崖
端
部
の
ワ
ン
ジ
ョ
、 

ナ
ー
バ
ン
タ
に
位
置
し
て
い
る
。
島
盛
文
氏
畑
地
お
よ
び
そ
の
付 

近
の
道
路
・
畑
地
な
ど
に
、
遺
物
が
広
く
散
布
し
て
い
る
。 

 

遺
物
は
宇
宿
上
層
式
土
器
片
、
弥
生
式
甕
形
土
器
片
、
須
恵
器 

片
な
ど
の
出
土
が
見
ら
れ
る
。
弥
生
式
土
器
片
は
甕
形
土
器
底
部 

三
個
と
口
縁
部
破
片
で
、
底
部
に
は
木
ノ
葉
の
圧
痕
が
あ
る
も
の 

も
あ
っ
た
。
こ
の
底
部
は
甕
の
器
台
部
に
当
た
り
、
山
ノ
口
式
土 

器
に
類
似
し
て
充
実
し
た
器
台
部
を
有
し
て
い
る
。
石
器
と
し
て 

                          

は
打
製
石
斧
断
片
と
磨
製
石
斧
の
断
片
が
あ
っ
た
。 

 

以
上
は
昭
和
三
十
二
年
の
調
査
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昭
和 

五
十
七
年
八
月
十
日
、
現
地
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
地
主
の
島
氏
は 

畑
地
の
整
備
中
で
、
大
型
機
械
を
用
い
て
掘
削
し
、
遺
跡
地
は
完 

全
に
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
島
氏
は
作
業
中
に
出
土
し
た
石
斧
を
採 

集
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
調
査
し
た
。
石
器
は
石
斧
九
個
、
環 

状
石
斧
一
個
、
槌
石
一
個
で
あ
っ
た
。
石
質
は
砂
岩
、
変
成
岩
、 

安
山
岩
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
環
状
石
斧
は
径
十
・
五
セ
ン 

チ
、
厚
さ
三
セ
ン
チ
あ
り
、
中
央
の
穴
は
両
側
か
ら
穿
孔
し
、
穴 

の
径
は
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。
打
製
で
頁
岩

け
つ
が
ん

製
で
あ
る
。
ま
た
槌
石 

は
、
長
径
十
八
セ
ン
チ
、
短
径
十
四
セ
ン
チ
、
厚
さ
十
一
・
五
セ 

ン
チ
あ
り
、
花
崗
岩
製
で
あ
る
。 
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(七) 

中
甫
洞
穴 

 

中
甫
洞
穴
は
、
知
名
町
東
北
部
の
久
志
検
水
窪
に
あ
り
、
和
泊 

町
と
の
境
界
線
に
接
し
て
い
る
。
大
山
山
頂
よ
り
東
北
東
三
・
五 

六
キ
ロ
、
北
部
海
岸
線
よ
り
二
・
二
キ
ロ
の
内
陸
部
に
あ
り
、
標 

高
百
メ
ー
ト
ル
、
大
山
を
囲
ん
で
分
布
す
る
ド
リ
ー
ネ
の
う
ち
の 

一
つ
で
、
径
七
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
窪
地

く
ぼ
ち

と
な
っ
て
い
る
。 

 

遺
跡
地
は
地
下
に
水
脈
が
あ
っ
て
、
北
よ
り
南
方
向
に
流
れ
、 

鍾
乳
洞
を
形
成
し
て
い
る
。
窪
地
内
に
は
所
々
に
珊
瑚
礁
が
露
呈 

し
、
南
東
側
と
北
西
側
の
二
カ
所
に
、
地
下
の
鍾
乳
洞
へ
通
ず
る 

洞
穴
が
開
口
し
て
い
る
。
南
東
側
の
洞
穴
は
小
規
模
で
あ
る
が
、 

北
西
側
の
洞
穴
は
規
模
が
大
き
く
、
い
わ
ゆ
る
「
中
甫
洞
穴
」
と 

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
南
東
方
向
に
向
か
っ
て
大
き
く
開
口
し
、
入 

口
幅
十
四
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
二
十
メ
ー
ト
ル
、
天
井
の
高
さ
五 

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

 

中
甫
洞
穴
遺
跡
は
、
昭
和
四
十
七
年
ご
ろ
、
和
泊
町
後
蘭
の
岸 

田
善
光
氏
が
発
見
し
た
。
そ
の
後
昭
和
五
十
七
年
八
月
、
和
泊
町 

郷
土
史
執
筆
の
た
め
の
資
料
採
集
に
、
後
蘭
を
訪
れ
た
際
に
、
善 

光
氏
の
尊
父
岸
田
和
夫
氏
か
ら
、
中
甫
洞
穴
の
紹
介
を
う
け
、
遺 

跡
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

                          

 

同
年
十
月
に
は
、
河
口
貞
徳
・
本
田
道
輝
・
瀬
戸
口
望
が
、
発 

掘
調
査
を
行
っ
た
。
続
い
て
昭
和
五
十
八
年
・
五
十
九
年
に
は
、 

知
名
町
の
主
催
で
同
じ
く
河
口
ら
が
発
掘
調
査
を
行
っ
た
の
で
あ 

る
。 

1 

遺
跡
の
状
態 

 

第
一
次
の
調
査
で
は
、中
甫
洞
穴
入
口
の
西
側
絶
壁
に
沿
っ
て
、 

二×

七
・
六
メ
ー
ト
ル
の
第
一
ト
レ
ン
チ
を
設
け
て
、
発
掘
調
査 

を
行
っ
た
。 

 

第
二
次
調
査
で
は
、
洞
穴
入
口
の
西
側
、
中
央
、
東
側
お
よ
び 

下
部
洞
穴
入
口
堆
積
部
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
第
二
か
ら
第
五
の
、 

四
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
け
、
第
二
ト
レ
ン
チ
は
洞
穴
入
口
西
壁
よ 

り
東
へ
向
か
っ
て
二×

四
メ
ー
ト
ル
の
区
画
、
第
三
ト
レ
ン
チ
は 

洞
穴
入
口
中
央
部
に
南
北
方
向
に
二×

八
・
四
二
五
メ
ー
ト
ル
お 

よ
び
東
側
に
接
し
て
二×

四
メ
ー
ト
ル
の
区
画
、
第
四
ト
レ
ン
チ 

は
洞
穴
東
壁
に
接
し
て
二×

十
メ
ー
ト
ル
の
区
画
、
第
五
ト
レ
ン 

チ
は
下
部
洞
穴
入
口
堆
積
部
に
南
北
方
向
に
二×

五
メ
ー
ト
ル 

の
区
画
を
設
定
し
て
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。 

 

第
三
次
調
査
で
は
、
洞
穴
内
部
、
洞
穴
前
の
窪
地
、
南
洞
穴
お 

よ
び
同
南
入
口
、
洞
穴
上
部
台
地
に
、
第
六
か
ら
第
十
五
ま
で
十 

本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
け
、
第
六
ト
レ
ン
チ
は
窪
地
入
口
か
ら
中
央 
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へ
向
け
て
二×

十
四
メ
ー
ト
ル
の
区
画
、
第
七
ト
レ
ン
チ
は
窪
地 

南
隅
に
二×

十
メ
ー
ト
ル
の
区
画
、
第
八
ト
レ
ン
チ
は
窪
地
東
辺 

に
二×

八
メ
ー
ト
ル
の
区
画
、
第
九
ト
レ
ン
チ
は
窪
地
西
辺
の
小 

洞
穴
に
二×

二
メ
ー
ト
ル
の
区
画
、
第
十
ト
レ
ン
チ
は
南
洞
穴
内 

に
一
メ
ー
ト
ル
四
方
の
区
画
二
カ
所
と
南
洞
穴
南
入
口
付
近
に
二 

×

二
メ
ー
ト
ル
の
区
画
、
第
十
一
ト
レ
ン
チ
は
洞
穴
入
口
西
壁
に 

沿
っ
て
三×

三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
区
画
、
第
十
二
ト
レ
ン
チ
は
洞 

穴
上
の
台
地
に
二×

十
二
メ
ー
ト
ル
の
区
画
と
二×

二
メ
ー
ト

ル
の
区
画
、
第
十
三
ト
レ
ン
チ
は
洞
穴
入
口
東
側
壁
に
沿
っ
て
二

×

二
メ
ー
ト
ル
の
区
画
、
第
十
四
ト
レ
ン
チ
は
洞
穴
の
内
部
岩
盤

の
上
に
四×

六
メ
ー
ト
ル
お
よ
び
両
側
の
壁
に
沿
っ
て
不
定
形

の
区
画
、
第
十
五
ト
レ
ン
チ
は
窪
地
西
壁
に
沿
っ
て
珊
瑚
礁
に
囲

ま
れ
た
不
定
形
の
区
画
を
設
定
し
て
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
土
が

粘
質
で
あ
る
こ
と
と
、
珊
瑚
礁
の
巨
岩
が
土
中
に
埋
存
し
て
い
る

た
め
に
発
掘
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。 

 

層
序
は
第
一
次
調
査
の
第
一
ト
レ
ン
チ
の
層
序
を
標
準
と
し
て 

あ
げ
よ
う
。
堆
積
土
は
五
層
に
分
け
ら
れ
る
。 

 

第
一
層 

黒
色
土
層
で
厚
さ
十
セ
ン
チ
、
下
部
は
黒
褐
色
に
移 

行
す
る
。
有
機
質
を
多
く
含
み
、
乾
燥
し
て
粒
状
を
呈
し
、
石
灰 

岩
屑せ

つ

を
含
む
、
遺
物
包
含
層
で
あ
る
。 

                           

第
二
層 

茶
褐
色
で
厚
さ
二
十
セ
ン
チ
、上
層
部
は
黒
褐
色
で
、 

下
部
に
下
る
に
し
た
が
っ
て
茶
褐
色
に
漸
移
す
る
。遺
物
包
含
層
。 

 

第
三
層 

暗
褐
色
で
厚
さ
十
五
セ
ン
チ
、上
部
は
褐
色
を
呈
し
、 

下
方
へ
暗
褐
色
に
漸
移
す
る
。
粘
質
が
強
く
石
灰
岩
を
含
む
。
遺 

物
包
含
層
で
あ
る
。 

 

第
四
層 

厚
さ
百
六
十
セ
ン
チ
あ
っ
て
三
層
に
分
か
れ
る
。 

 

第
四
上
層 

褐
色
で
粘
質
が
強
く
、
石
灰
岩
屑
を
多
く
含
む
。 

遺
物
包
含
層
で
あ
る
。 

 

第
四
中
層 

黒
褐
色
で
粘
質
が
強
く
、
石
灰
岩
屑
を
含
む
。
遺 

物
包
含
層
で
あ
る
。 

 

第
四
下
層 

茶
色
土
層
で
粘
質
が
強
く
、
石
灰
岩
屑
を
多
く
含 

む
。
遺
物
包
含
層
で
あ
る
。 

 

第
五
層 

灰
褐
色
土
層
で
粘
質
が
や
や
強
く
、
石
灰
岩
屑
を
ほ 

と
ん
ど
含
ま
ず
、
一
方
他
の
層
に
見
ら
れ
な
い
雲
母
を
含
み
、
粒 

子
も
き
わ
め
て
細
か
で
あ
る
。
水
平
に
堆
積
し
て
い
て
、
他
の
層 

と
異
な
っ
て
い
る
。
無
遺
物
層
。 

 

遺 
 

構 
 

中
甫
洞
穴
遺
跡
の
三
次
に
わ
た
る
調
査
は
、
洞 

穴
の
内
部
、
前
面
の
窪
地
、
南
洞
穴
、
洞
穴
上
の
台
地
な
ど
、
調 

査
し
た
地
点
は
十
五
カ
所
に
及
び
、
中
甫
洞
穴
お
よ
び
そ
の
周
辺 

の
発
掘
は
ほ
ぼ
落
ち
な
く
行
わ
れ
た
。 
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調
査
の
結
果
、
遺
跡
と
思
わ
れ
る
所
は
、
中
甫
洞
穴
と
南
洞
穴 

お
よ
び
両
者
の
中
間
に
あ
る
巨
岩
の
下
に
発
見
さ
れ
た
小
洞
穴
の 

三
カ
所
で
あ
っ
た
。 

 

南
洞
穴
で
は
、
内
部
に
設
け
た
二
カ
所
の
試
掘
湟こ

う

か
ら
少
量
の 

土
器
片
と
獣
骨
が
発
見
さ
れ
て
、
先
史
時
代
に
利
用
さ
れ
た
跡
が 

認
め
ら
れ
た
。 

 

南
・
北
洞
穴
の
中
間
に
発
見
さ
れ
た
小
洞
穴
で
は
、
若
干
の
土 

器
・
石
器
・
獣
骨
が
出
土
し
た
が
、
二
次
堆
積
の
疑
い
も
あ
る
。 

し
か
し
上
部
に
遺
物
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、 

遺
跡
の
一
種
と
見
ら
れ
よ
う
。 

 

中
甫
洞
穴
は
中
心
的
な
位
置
に
あ
る
遺
跡
で
あ
る
。
洞
穴
内
部 

で
は
、
南
へ
傾
斜
し
た
床
面
中
央
部
か
ら
東
壁
ま
で
は
、
古
い
型 

式
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
西
壁
下
か
ら
は
新
し 

い
型
式
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
一
方
、
洞
穴
西
側
の
地
下
水 

路
に
通
ず
る
空
洞
内
の
堆
積
土
か
ら
は
、
古
い
遺
物
が
相
当
量
出 

土
す
る
が
、
こ
の
土
は
、
洞
穴
入
口
の
西
壁
下
か
ら
流
れ
込
ん
だ 

二
次
堆
積
で
あ
る
。 

 

洞
穴
入
口
の
西
壁
下
は
、
最
も
遺
物
の
堆
積
状
況
の
良
好
な
と 

こ
ろ
で
上
下
に
分
か
れ
て
、最
古
の
遺
物
か
ら
最
新
の
遺
物
ま
で
、 

層
位
的
に
出
土
し
、
本
遺
跡
の
基
準
と
な
る
出
土
状
況
を
示
し
て 

                          

い
る
。
こ
こ
が
、
こ
の
遺
跡
で
最
初
に
人
が
住
ん
だ
所
で
あ
り
、 

ま
た
最
後
ま
で
人
が
住
ん
だ
所
で
も
あ
る
。
こ
の
地
点
の
入
口
付 

近
で
は
、
最
後
の
時
期
の
埋
葬
も
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

洞
穴
入
口
東
壁
下
で
、
最
も
注
意
さ
れ
る
の
は
、
土
壙
墓
の
発 

見
で
あ
る
。
土
壙
は
第
四
層
を
掘
り
込
ん
で
作
ら
れ
て
お
り
、
石 

灰
岩
屑
を
含
む
、
あ
ま
り
粘
質
の
強
く
な
い
暗
褐
色
土
を
埋
土
と 

し
て
い
る
。
土
壙
の
形
は
隅
丸
の
三
角
形
状
で
、
こ
の
な
か
に
頭 

を
南
東
方
向
に
向
け
た
、
東
向
き
の
横
臥
屈
葬
の
遺
体
が
埋
葬
さ 

れ
て
い
た
。
頭
骨
と
尾び

骨
に
接
し
て
、
石
灰
岩
礫
を
頭
骨
の
上
方 

に
三
個
、
尾
骨
の
下
方
に
二
個
を
配
置
し
て
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち 

尾
骨
下
方
の
一
個
は
基
部
を
四
層
内
に
持
っ
て
い
た
。
他
の
四
個 

は
い
ず
れ
も
基
部
が
土
壙
内
に
あ
る
が
、共
に
埋
葬
に
あ
た
っ
て
、 

意
図
的
に
礫
を
配
置
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
土
壙
上
に
も 

石
灰
岩
礫
か
数
個
発
見
さ
れ
て
い
る
。
副
葬
品
は
な
い
が
、
直
上 

の
石
器
・
土
器
の
出
土
状
態
か
ら
見
て
、
縄
文
時
代
該
当
の
時
期 

に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 
こ
の
遺
跡
は
、
遺
物
の
出
土
状
態
か
ら
見
て
、
遺
跡
が
成
立
し 

た
当
初
は
、
洞
穴
の
中
央
部
か
ら
車
壁
ま
で
と
、
入
口
西
壁
下
お 

よ
び
車
壁
下
が
生
活
面
と
し
て
使
用
さ
れ
、
こ
の
時
期
の
終
末
期 

に
、
東
壁
下
の
入
口
付
近
に
埋
葬
が
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ 
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の
後
、
相
当
の
空
白
期
間
を
経
て
、
洞
穴
入
口
西
壁
下
か
ら
洞
穴 

内
西
壁
下
に
か
け
て
、
再
び
生
活
が
営
ま
れ
、
入
口
付
近
で
埋
葬 

も
行
わ
れ
て
い
る
。 

2 

遺 

物 

(１)
土
器 

 

中
甫
洞
穴
で
は
、
最
近
、
南
島
に
お
い
て
よ
う
や
く 

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
爪
形
文
土
器
の
ほ
か
、
南
九
州
か
ら 

移
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
轟
Ⅰ
式
土
器
を
中
に
挟
ん
で
、
貝
殻 

を
施
文
具
と
し
た
、
連
点
波
状
文
、
連
点
文
な
ど
、
数
種
の
新
し 

い
型
式
の
土
器
が
発
見
さ
れ
、
ま
た
、
弥
生
後
期
土
器
と
共
に
兼 

久
式
土
器
を
出
土
し
た
。
最
も
新
し
い
も
の
で
は
、
青
瓷
も
、
一 

片
で
あ
る
が
出
土
し
て
い
る
。 

 

第
一
ト
レ
ン
チ
の
層
序
で
い
う
と
、
第
二
、
三
層
（
上
層
）
か 

ら
は
兼
久
式
な
ど
の
あ
た
ら
し
い
土
器
が
出
土
し
、
第
四
層
か
ら 

は
古
い
土
器
群
が
出
土
し
て
い
る
。
第
四
層
（
下
層
）
は
さ
ら
に 

上
・
中
・
下
三
層
に
分
か
れ
て
、
層
位
的
に
出
土
し
そ
れ
ぞ
れ
新 

旧
の
別
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

① 

青
瓷 

第
十
四
ト
レ
ン
チ
四
区
に
あ
る
巨
大
な
石
灰
岩
落 

盤
の
下
に
で
き
た
空
隙

く
う
げ
き

か
ら
、
青
瓷
の
椀
が
出
土
し
た
。
胎
土
は 

灰
色
を
呈
し
、
削
出
し
高
台
で
あ
る
。
灰
味
の
あ
る
透
明
感
の
強 

い 

釉
う
わ
ぐ
す
り

が
薄
く
か
か
り
、
体
部
の
回
転
ヘ
ラ
削
痕
が
見
え
る
。 

                          

釉
は
高
台
外
面
ま
で
か
か
り
、
一
部
畳
付
に
ま
わ
っ
て
い
る
。
無 

文
で
貫
入
が
見
ら
れ
る
。 

 

② 

上
層
の
土
器 

第
一
次
調
査
の
第
二
、三
層
土
器
お
よ
び
、 

そ
れ
に
該
当
す
る
層
か
ら
出
土
し
た
土
器
で
あ
る
。 

 

兼
久
式
土
器 

壺
形
土
器
と
甕
形
土
器
と
の
セ
ッ
ト
を
な
し
て 

い
る
。
壺
形
土
器
は
、
高
さ
十
五
～
二
十
セ
ン
チ
の
小
形
土
器
で 

あ
る
。
輪
積
で
、
継
ぎ
目
の
内
側
に
は
指
頭
で
お
し
つ
け
た
あ
と 

が
明
瞭
に
残
っ
て
い
る
。
焼
き
は
良
く
、
色
は
明
る
い
褐
色
で
あ 

る
。
形
は
胴
部
が
球
形
に
張
り
、
肩
か
ら
急
に
せ
ば
ま
っ
て
、
頸 

は
筒
状
に
な
っ
て
立
ち
あ
が
り
、
口
縁
部
に
は
細
い
凸
帯
を
二
条 

め
ぐ
ら
し
、
刻
み
目
を
施
し
て
い
る
。
底
部
は
丸
底
で
あ
る
。
器 

壁
が
厚
く
、
器
面
は
ナ
デ
仕
上
げ
を
施
し
て
い
る
。
胎
土
に
は
石 

灰
岩
粒
子
お
よ
び
雲
母
が
認
め
ら
れ
る
。
煮
沸
に
は
使
用
し
て
い 

な
い
。 

 

甕
形
土
器
は
、
口
縁
部
か
ら
胴
部
へ
移
行
す
る
と
こ
ろ
で
、 

「
く
」
字
上
に
屈
曲
す
る
器
形
で
あ
る
。
口
縁
部
に
凸
帯
・
沈
線 

な
ど
を
施
し
、
こ
の
部
分
が
肥
厚
す
る
も
の
も
あ
る
。「
く
」
字 

状
屈
曲
部
に
刻
み
目
を
施
し
、
そ
の
直
上
に
横
位
の
刻
み
目
凸
帯 

を
部
分
的
に
貼
り
付
け
、
さ
ら
に
細
い
沈
線
で
口
縁
部
に
直
線
文 

を
描
く
も
の
も
あ
る
。
こ
の
土
器
は
粒
子
が
荒
く
、
胎
土
に
石
灰 
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岩
粒
子
・
雲
母
を
含
み
、
八
ケ
目
仕
上
げ
で
焼
成
は
良
く
な
い
。 

煮
沸
に
使
用
し
た
痕
跡
が
あ
る
。
甕
形
土
器
の
底
部
は
平
底
で
、 

底
面
に
木
葉
圧
痕
が
あ
っ
て
兼
久
式
の
特
徴
を
現
し
て
い
る
。 

 

上
げ
底
の
底
部 

 

こ
の
層
か
ら
は
、
南
九
州
か
ら
移
入
さ
れ 

た
と
思
わ
れ
る
上
げ
底
の
底
部
が
出
土
し
て
い
る
。
松
木
薗
遺
跡 

出
土
の
弥
生
後
期
甕
形
土
器
の
底
部
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ 

の
ほ
か
、
地
元
で
作
ら
れ
た
鉢
形
土
器
で
、
弥
生
後
期
の
影
響
を 

受
け
た
も
の
、
あ
る
い
は
弥
生
後
期
と
思
わ
れ
る
土
器
片
な
ど
が 

共
伴
出
土
し
て
い
て
、
本
遺
跡
出
土
の
兼
久
式
土
器
は
、
弥
生
後 

期
に
該
当
す
る
可
能
性
が
強
い
。 

 

③ 

下
層
の
土
器 

 

第
四
上
層
の
土
器 

 

縄
文
前
期
の
轟
Ⅰ
式
土
器
以
後
に
当
た
る
時
期
で
あ
る
。
口
縁 

部
の
外
反
す
る
も
の
、
波
状
口
縁
を
な
す
も
の
、
口
縁
部
が
内
側 

へ
傾
斜
し
、し
た
が
っ
て
胴
部
の
張
る
も
の
な
ど
の
器
形
が
あ
り
、 

概
し
て
深
鉢
型
と
考
え
ら
れ
る
。
胎
土
は
粒
子
が
細
か
で
、
器
面 

は
平
滑
に
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
焼
成
は
普
通
で
あ
る
が
、
も
ろ 

く
て
破
損
し
や
す
い
も
の
も
あ
る
。
文
様
は
連
点
文
・
浅
い
波
状 

文
・
篦
削
連
続
文
・
凸
帯
文
の
四
種
が
あ
り
、
他
に
無
文
土
器
が 

あ
る
。 

                          

 

波
状
文
土
器 

 

細
い
篦
状
工
具
で
、
浅
い
波
状
文
を
断
続
し 

て
、
あ
る
い
は
継
続
し
て
施
文
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

貝
殻
腹
縁
刺
突
文
土
器 

 

貝
殻
腹
縁
を
工
具
と
し
て
、
条
痕 

を
施
し
、
同
工
具
で
連
続
刺
突
し
て
、
斜
行
す
る
連
点
状
の
文
様 

を
描
き
だ
す
も
の
で
、
文
様
の
縁
に
は
、
工
具
の
刺
突
に
よ
る
粘 

土
の
盛
り
上
が
り
が
見
ら
れ
る
。
胎
土
に
細
砂
を
含
み
、
そ
の
中 

に
石
灰
岩
の
粒
子
も
見
ら
れ
る
。
焼
成
は
良
好
で
、
色
調
は
紅
褐 

色
で
あ
る
。 

 

凸
帯
文
土
器 

 

低
い
粘
土
帯
を
貼
付
し
た
土
器
で
あ
る
。
小 

片
で
全
体
の
様
相
は
不
明
で
あ
る
。 

 

第
四
中
層
の
土
器 

 

轟
Ⅰ
式
土
器 

 

南
九
州
か
ら
の
移
入
土
器
と
考
え
ら
れ
る
。 

第
一
ト
レ
ン
チ
二
、
三
区
の
第
四
中
層
か
ら
出
土
し
た
。
一
個
体 

分
の
土
器
で
あ
る
。
高
さ
は
三
十
四
・
八
セ
ン
チ
、
や
や
乳
房
状 

に
近
い
尖
底
土
器
で
、
外
側
へ
開
き
ぎ
み
の
直
口
深
鉢
型
の
器
形 

で
あ
る
。
器
壁
は
厚
く
、
一
セ
ン
チ
内
外
あ
り
、
底
部
は
四
セ
ン 

チ
に
達
す
る
。
輪
積
で
成
形
さ
れ
、
ア
ナ
ダ
ラ
属
の
貝
殻
腹
縁
を 

用
い
て
器
面
を
調
整
し
、
内
面
は
太
め
の
肋
を
有
す
る
貝
殻
を
使 

用
し
て
、
主
と
し
て
横
位
に
調
整
し
、
そ
の
間
に
わ
ず
か
に
斜
位 

を
ま
じ
え
、外
面
は
や
や
細
め
の
肋
を
有
す
る
貝
殻
を
使
用
し
て
、 

      

斜
位
調
整
を
主
と
し
て
、
わ
ず
か
に
縦
位
を
ま
じ
え
、
底
部
は
中 

心
よ
り
放
射
状
に
調
整
す
る
。 

 

胎
土
は
砂
粒
を
多
く
含
み
、
石
英
・
輝
石
・
雲
母
・
石
灰
岩
粒 

が
認
め
ら
れ
、
色
調
は
、
底
部
は
黒
褐
色
、
下
胴
部
は
赭し

や

褐

色

か
つ
し
よ
く

、 

上
半
は
黒
褐
色
な
い
し
紅
褐
色
で
、
内
面
底
部
は
黒
褐
色
、
胴
部 

へ
移
行
す
る
と
赭
褐
色
と
な
り
、
上
部
へ
移
行
す
る
に
し
た
が
っ 

て
黝ゆ

う

褐

色

か
つ
し
よ
く

に
変
わ
る
。
焼
成
は
普
通
で
あ
る
が
、
砂
粒
を
多
く 

含
む
た
め
に
器
壁
面
よ
り
粉
状
と
な
っ
て
剝
離

は
く
り

す
る
傾
向
が
あ
る
。 

 

轟
式
土
器
に
つ
い
て
は
、
概
説
で
述
べ
た
が
、
本
遺
跡
出
土
の 

轟
式
土
器
は
、
轟
式
土
器
の
内
で
最
も
古
い
轟
Ⅰ
式
土
器
で
あ
る
。 

こ
の
土
器
が
第
四
中
層
か
ら
出
土
し
た
こ
と
で
、
中
甫
洞
穴
第
四 

層
出
土
の
土
器
が
、
縄
文
時
代
前
期
以
前
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら 

か
に
な
っ
た
。 

 

中
甫
第
四
層
出
土
の
土
器
群
は
、
南
島
で
今
ま
で
発
見
さ
れ
た 

こ
と
の
な
い
土
器
型
式
で
、
時
代
判
定
の
決
め
手
を
欠
く
も
の
で 

あ
っ
た
が
、
轟
Ⅰ
式
の
共
伴
出
土
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
期
が
推
定 

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
従
来
南
島
に
お
い
て
空
白
で
あ
っ
た
、
爪 

形
文
土
器
と
赤
連
系
土
器
（
室
屋
下
層
）
と
の
間
の
空
白
を
、
中 

甫
第
四
層
出
土
の
土
器
群
が
充

塡

じ
ゆ
う
て
ん

す
る
こ
と
に
な
り
、
南
島
の 

先
史
時
代
の
古
い
時
期
に
、
貝
殻
を
施
文
具
と
す
る
一
連
の
土
器 
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文
化
が
存
在
し
た
こ
と
を
、
新
た
に
発
見
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
南
九
州
の
縄
文
土
器
文
化
の
最
も
古
い
時
期
に
、
貝
殻
を
施
文 

具
と
す
る
文
様
を
施
し
た
円
筒
形
土
器
群
の
文
化
が
あ
る
が
、
南 

島
の
貝
殻
文
土
器
文
化
と
対
比
し
て
、
お
も
し
ろ
く
、
両
者
の
比 

較
研
究
も
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
。 

 

轟
Ⅰ
式
土
器
と
同
一
層
序
の
土
器
に
つ
い
て
見
る
と
、
口
縁
部 

が
外
反
す
る
も
の
が
多
く
胴
部
の
張
る
も
の
も
あ
る
。
一
般
に
小 

形
で
口
径
二
十
五
セ
ン
チ
内
外
で
あ
る
。胎
土
は
粒
子
が
細
か
で
、 

焼
成
は
良
く
、
色
調
は
紅
褐
色
を
呈
し
、
ま
れ
に
黒
褐
色
の
も
の 

も
あ
る
。
文
様
に
は
、
連
点
文
・
櫛
描
文
・
沈
線
文
・
波
状
文
の 

四
種
類
が
あ
り
、
こ
の
層
で
も
連
点
文
が
多
い
。 

 

連
点
文
土
器 

 

第
四
層
上
部
の
連
点
文
に
比
べ
て
、
点
が
小 

さ
く
、
施
文
具
は
二
叉
に
近
い
細
め
の
篦
状
工
具
を
用
い
、
縦
ま 

た
は
斜
め
に
施
文
し
て
い
る
。 

 

櫛
描
文
土
器 

 

歯
の
数
が
四
本
の
櫛
状
工
具
、
あ
る
い
は
貝 

殻
腹
縁
を
利
用
し
た
か
と
思
わ
れ
る
施
文
具
を
用
い
、
横
方
向
に 

連
続
し
て
施
文
し
た
も
の
で
、
同
じ
様
な
工
具
で
、
土
器
の
裏
面 

に
も
局
部
に
施
文
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

沈
線
文
土
器 

 

横
位
の
細
い
沈
線
を
、
口
縁
に
平
行
に
施
す 

も
の
で
あ
る
。
裏
面
に
も
幾
何
学
文
様
を
施
し
、
前
者
と
と
も
に 

                          

南
島
で
は
極
め
て
珍
し
い
例
で
九
州
の
前
期
縄
文
土
器
と
対
比
さ 

れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。 

 

波
状
文
土
器 

 

貝
殻
腹
縁
あ
る
い
は
櫛
状
工
具
を
施
文
具
と 

し
て
、
横
位
の
波
状
文
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

第
四
下
層
の
土
器 

 

第
四
下
層
の
土
器
は
、
層
位
的
に
轟
Ⅰ
式
土
器
以
前
の
時
期
に 

属
す
と
み
ら
れ
る
。
文
様
は
、
連
点
文
・
羽
状
連
点
文
・
篦
削
連 

続
文
・
波
状
文
の
四
種
類
が
あ
る
。 

 

連
点
文
土
器 

 

第
四
中
層
の
土
器
文
様
よ
り
規
則
的
で
、
前 

者
は
施
文
具
に
篦へ

ら

を
用
い
る
が
、
本
例
は
貝
殻
腹
縁
を
使
用
す
る 

た
め
に
、
点
文
の
数
や
間
隔
に
規
制
が
見
ら
れ
る
。 

 

篦
削
連
続
文
土
器 

 

篦
を
施
文
具
と
し
て
、
連
続
し
て
爪
形 

あ
る
い
は
ジ
グ
ザ
グ
の
文
様
を
施
文
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

波
状
文
土
器 

 

第
四
中
層
の
波
状
文
と
同
類
で
あ
る
が
、
施 

文
法
が
一
層
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
貝
殻
腹
縁
を
用
い
て
、
一
方 

向
に
引
き
描
く
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
操
作
を
行
っ
て
施
文
し
て 

い
る
。 

 

羽
状
連
点
文
土
器 

 

貝
殻
縁
を
施
文
具
と
し
て
、
羽
状
の
連 

点
を
施
文
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

連
点
波
状
文
土
器 

 

こ
の
土
器
は
第
五
ト
レ
ン
チ
の
堆
積
土 

      

か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
が
、第
四
下
層
出
土
の
土
器
で
あ
る
。 

推
定
高
三
十
七
セ
ン
チ
、
口
径
十
九
セ
ン
チ
、
下
胴
部
の
や
や
張 

り
出
し
た
、
丸
底
に
近
い
尖
底
で
、
直
口
で
あ
る
が
、
外
反
す
る 

も
の
も
見
ら
れ
る
。
器
高
が
著
し
く
高
く
、
南
島
の
古
い
時
期
の 

一
つ
の
特
徴
を
現
す
も
の
と
い
え
よ
う
。後
半
の
土
器
に
比
べ
て
、 

大
形
で
あ
る
。 

 

成
形
に
輪
積
の
手
法
が
用
い
ら
れ
、
凹
凸
が
著
し
い
。
胎
土
は 

粒
子
が
細
か
で
、
少
量
の
石
灰
岩
粒
を
含
ん
で
い
る
。
焼
成
は
普 

通
で
あ
る
が
、
質
は
割
に
も
ろ
い
。
色
調
は
赭
褐
色
で
あ
る
が
、 

下
胴
部
の
張
り
だ
し
た
部
分
に
、
炭
素
の
付
着
に
よ
る
黒
褐
色
化 

が
見
ら
れ
、
底
部
も
黝
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
内
面
は
褐
色
で
あ 

る
が
、
底
部
に
は
こ
げ
つ
き
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。
器
面
は
平
滑 

で
ナ
デ
仕
上
げ
で
あ
る
が
、
下
胴
部
に
は
粘
土
粒
が
付
着
し
、
こ 

れ
を
な
で
つ
け
て
、表
面
が
ぶ
つ
ぶ
つ
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。 

 

文
様
に
は
特
色
が
あ
る
。施
文
具
は
肋
の
あ
る
貝
殻
腹
縁
部
で
、 

土
器
口
縁
部
か
ら
胴
部
中
央
の
あ
た
り
ま
で
は
、
横
に
な
ら
ん
だ 

四
～
六
個
を
単
位
と
す
る
連
点
を
、
縦
横
に
並
べ
て
施
文
し
、
胴 

部
中
央
に
は
同
じ
施
文
具
で
波
状
に
横
引
き
し
、
あ
る
い
は
連
点 

を
加
え
る
な
ど
し
て
、
複
雑
な
横
走
す
る
文
様
を
描
出
す
る
も
の 

で
あ
る
。 
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第
四
層
最
下
部
の
土
器 

 
爪
形
文
土
器
は
、
第
四
層
最
下
部
か
ら
出
土
し
た
。
中
甫
の
爪 

形
文
土
器
の
特
徴
は
、
土
器
の
表
裏
に
相
対
応
し
て
、
指
頭
に
よ 

る
押
圧
痕
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
輪
積
み
に
よ
っ
て
土 

器
を
制
作
す
る
際
に
、
粘
土
の
輪
を
重
ね
て
、
こ
れ
を
接
着
す
る 

た
め
に
指
頭
に
よ
っ
て
内
外
か
ら
つ
ま
み
、
土
器
を
左
方
向
に
回 

転
し
つ
つ
成
形
す
る
。
こ
の
時
に
生
じ
た
成
形
痕
で
あ
る
。
こ
の 

作
業
に
よ
っ
て
器
面
に
は
指
頭
痕
を
つ
ら
ね
た
溝
状
の
く
ぼ
み 

                                      

が
、
横
位
に
や
や
顕
著
に
、
縦
位
に
は
浅
く
出
現
す
る
。
こ
の
押 

 

圧
痕
や
隆
起
帯
は
、
意
図
的
な
も
の
で
は
な
い
。
し
ば
し
ば
こ
れ 

を
文
様
と
し
て
取
り
扱
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
中
甫
洞
穴
出
土
の 

土
器
に
施
さ
れ
た
爪
形
文
は
、
押
圧
成
形
し
た
の
ち
、
二
次
的
に 

人
の
爪
に
よ
っ
て
施
文
さ
れ
て
い
る
。
器
面
調
整
に
は
ナ
デ
仕
上 

げ
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
爪
形
文
に
は
、
ナ
デ
に
よ
る
か
ぶ
り
が 

見
ら
れ
な
い
か
ら
、
器
面
調
整
を
行
っ
た
の
ち
、
爪
形
を
施
文
し 

た
も
の
と
見
ら
れ
、
土
器
の
制
作
過
程
は
、
指
頭
押
圧
に
よ
る
成 

 
 
 
 

形
→
ナ
デ
仕
上
げ
に
よ
る
器
面
調
整
→
爪
形
の
施
文
、 

 
 
 
 

の
順
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
 
 
 
 

中
甫
洞
穴
出
土
の
土
器
に
施
さ
れ
た
爪
形
文
は
、
文 

 
 
 
 

様
の
幅
は
五
～
六
ミ
リ
で
小
さ
く
、
隆
起
帯
・
押
圧
痕 

 
 
 
 

の
差
別
な
く
施
さ
れ
、
一
次
的
に
指
頭
の
押
圧
に
よ
っ 

 
 
 
 

て
、
爪
形
が
印
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い 

 
 
 
 

る
。
厚
さ
は
三
・
五
ミ
リ
～
四
・
五
ミ
リ
、
平
均
四
ミ 

 
 
 
 

リ
で
あ
る
。
胎
土
は
粒
子
が
細
か
で
、
石
英
・
長
石
・ 

 
 
 
 

雲
母
を
含
み
、
石
灰
岩
粒
子
を
含
む
も
の
も
あ
る
。
い 

 
 
 
 

ず
れ
も
焼
成
が
よ
く
堅
く
焼
き
し
ま
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

以
上
、
出
土
土
器
の
大
略
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
他 

 
 
 
 

に
、
下
層
の
土
器
に
は
、
円
筒
形
丸
底
の
無
文
土
器
、 
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同
様
な
器
形
の
土
器
で
、
縦
ま
た
は
横
の
ふ
と
め
の
爪
形
文
を
施 

し
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
採
集
土
器
に
は
弥
生
土
器
と
思
わ
れ
る 

も
の
も
あ
り
、
須
恵
器
の
破
片
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
遺
跡
が
縄
文 

時
代
早
前
期
該
当
の
時
期
か
ら
、
古
墳
時
代
該
当
の
時
期
ま
で
継 

続
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。 

(２)
石
器 

 

石
器
は
、
三
次
に
わ
た
る
調
査
で
比
較
的
多
く
出
土 

し
た
。
種
類
は
打
製
石
斧
・
磨
製
石
斧
・
磨
石
・
叩
石
・
石
皿
・ 

剝
片
石
器
な
ど
で
あ
る
。 

 

打
製
石
斧 

 

第
一
ト
レ
ン
チ
三
区
四
中
層
か
ら
出
土
し
た
物 

で
あ
る
。
長
さ
十
一
・
三
セ
ン
チ
、
幅
四
・
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
・ 

八
セ
ン
チ
、
片
刃
で
あ
る
。
轟
式
土
器
に
共
伴
出
土
し
た
。
砂
岩 

製
で
あ
る
。 

 

磨
製
石
斧 

 

第
十
四
ト
レ
ン
チ
一
区
第
四
中
層
か
ら
出
土
し 

た
も
の
で
あ
る
。
長
さ
六
・
五
セ
ン
チ
、
幅
二
・
八
セ
ン
チ
、
厚 

さ
〇
・
七
セ
ン
チ
で
小
形
で
あ
る
。
砂
岩
製
で
、
刃
部
は
欠
損
し 

て
い
る
。 

 

局
部
磨
製
石
斧 

 

本
遺
跡
で
は
最
も
多
く
見
ら
れ
る
石
斧
で 

あ
る
。
第
二
次
調
査
で
六
点
、
第
三
次
調
査
で
七
点
、
計
十
三
点 

出
土
し
て
い
る
。両
面
お
よ
び
側
面
に
打
割
面
や
敲
打

こ
う
だ

痕
を
残
し
、 

局
部
的
に
研
磨
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
半
は
砂
岩
製
で
あ
る
。 

                          

 

磨す
り

石い
し 

 

局
部
磨
製
石
斧
と
共
に
そ
の
出
土
量
は
多
く
、
第
二
、 

三
次
調
査
で
計
二
十
八
点
出
土
し
て
い
る
。
径
十
セ
ン
チ
内
外
の 

も
の
を
主
体
と
し
、
石
材
は
砂
岩
、
花
崗
閃
緑
岩
、
石
英
班
岩
な 

ど
か
ら
な
る
。 

 

叩
た
た
き

石い
し 

 

第
一
ト
レ
ン
チ
お
よ
び
第
五
ト
レ
ン
チ
か
ら
出
土 

し
て
い
る
。
石
材
は
砂
岩
を
主
と
し
、
花
崗
岩
を
ま
じ
え
、
火
熱 

を
受
け
た
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。
石
の
大
き
さ
は
磨
石
に
ほ
ぼ
一 

致
し
、
側
面
に
敲
打
打
痕
を
残
す
も
の
で
あ
る
。 

 

特
殊
石
器 

 

第
十
四
ト
レ
ン
チ
一
区
で
除
去
し
た
石
灰
岩
下 

底
部
に
付
着
し
て
い
た
も
の
で
、
お
お
よ
そ
第
四
層
最
上
部
に
該 

当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
刃
部
を
欠
損
す
る
も
の
の
、
略
完
形 

で
あ
り
長
さ
二
十
六
・
五
セ
ン
チ
、
両
面
を
丁
寧
に
研
磨
す
る
も 

の
で
、
わ
ず
か
に
の
こ
る
刃
基
部
か
ら
見
れ
ば
、
刃
部
は
片
面
か 

ら
研
ぎ
だ
し
て
片
刃
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
南
島
で
は
初 

め
て
の
出
土
で
あ
る
。 

 

そ
の
他
の
石
器 

 

自
然
円
礫
を
打
ち
欠
い
て
一
部
を
剝
離
調 

整
し
刃
部
を
形
成
し
た
も
の
で
、
ほ
か
に
も
小
数
例
見
出
す
こ
と 

が
で
き
る
。
砂
岩
ま
た
は
頁
岩
製
で
あ
る
。 

 

そ
の
他
、
石
皿
、
砥
石
の
小
破
片
が
第
四
、
五
ト
レ
ン
チ
か
ら 

出
土
し
て
い
る
。 
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(３)
貝
・
牙
製
品 

 

貝
製
品
は
、
第
一
、
三
次
調
査
で
少
量
検
出 

さ
れ
て
い
る
。
出
土
地
点
は
第
一
、
十
四
ト
レ
ン
チ
に
限
定
さ
れ 

る
。 

 

貝
輪 

 

第
一
ト
レ
ン
チ
四
区
第
二
層
下
部
か
ら
一
点
出
土
し 

た
。
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
貝
輪
の
残
欠
で
あ
る
。 

 

貝
玉 

 

第
十
四
ト
レ
ン
チ
三
、
六
区
第
四
層
か
ら
一
点
ず
つ 

出
土
し
た
。
イ
モ
ガ
イ
類
の
螺
塔
先
端
部
を
研
磨
し
、
穿
孔
し
た 

も
の
で
、
光
沢
が
あ
る
。
一
セ
ン
チ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
中
央
部
に 

小
孔
を
う
が
っ
て
い
る
。
三
、
六
区
の
境
付
近
で
、
牙
製
品
と
伴 

出
し
た
。 

 

三
角
状
有
孔
貝
製
品 

 

第
十
四
ト
レ
ン
チ
一
区
三
、
四
層
か 

ら
出
土
し
た
も
の
で
、
両
面
お
よ
び
側
縁
部
を
丁
寧
に
研
磨
し
三 

角
状
に
形
を
整
え
て
い
る
。真
ん
中
よ
り
上
に
小
孔
を
二
つ
穿
ち
、 

両
面
共
に
真
珠
光
沢
を
呈
す
る
。
長
さ
一
・
九
セ
ン
チ
、
ヤ
コ
ウ 

ガ
イ
製
、
垂
飾
品
。 

 

穿
孔
貝 

 

第
一
ト
レ
ン
チ
四
区
第
二
層
出
土
。
ゴ
ホ
ウ
ラ
の 

背
面
中
央
に
一
孔
を
穿
っ
た
も
の
、
人
骨
に
沿
っ
て
出
土
し
た
。 

 

牙
製
品 

 

第
一
、
三
次
調
査
で
出
土
し
た
。
イ
ノ
シ
シ
の
牙 

を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
端
に
小
孔
を
穿
っ
て
い
る
。
連
結
し 

て
腕
輪
と
し
て
使
用
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。（
河
口
貞
徳
） 
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